
(57)【要約】

【課題】ワイヤ列の揺動時に生じるワイヤ張力の変動を

吸収することができ、ワイヤの高速化が可能になり、細

線ワイヤであってもワイヤ列の揺動を利用した効率及び

精度のよい切断が行えるワイヤソーを提供する。

【解決手段】揺動円盤１０に設けられた複数本のワーク

ローラ１１にワイヤＡを多数回巻回してワイヤ列を形成

し、高速で往復動又は一方走行させたワイヤ列にワーク

Ｂを押し当てて複数に切り出すと共に、このワーク切断

時にワイヤ列を揺動させるようにしたワイヤソーにおい

て、前記ワークローラ１１に入る供給側のワイヤＡ1を

ワークローラ１１に誘導する供給側プーリ３４と、前記

ワークローラ１１から出る回収側のワイヤＡ2を外部に

誘導する回収側プーリ３５を、前記揺動円盤１０の回転

軸心上に同軸心状に配置し、ワイヤ列を揺動させてもワ

イヤＡに張力の変動が生じないようにする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列 を 形 成
し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押
し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る
よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ に 入 る 供 給 側 の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ
に 誘 導 す る 供 給 側 プ ー リ と 、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ か ら 出 る 回 収 側 の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る
回 収 側 プ ー リ を 、 上 記 揺 動 円 盤 の 回 転 軸 心 上 に 同 軸 心 状 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る ワ イ
ヤ ソ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列 を 形 成
し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押
し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る
よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ に 対 す る ワ イ ヤ の 供 給 側
に 位 置 す る 供 給 側 プ ー リ と 、 ワ ー ク ロ ー ラ に 対 す る ワ イ ヤ の 回 収 側 に 位 置 す る 回 収 側 プ ー
リ を 揺 動 円 盤 と 一 体 に 揺 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 供 給 側 プ ー リ の 外 側 に 、 ワ イ ヤ を 供 給 側
プ ー リ に 誘 導 す る た め と 供 給 側 プ ー リ か ら の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ に 誘 導 す る た め の ２ つ
の 外 側 プ ー リ と 、 前 記 回 収 側 プ ー リ の 外 側 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ か ら の 回 収 ワ イ ヤ を 回 収 側 プ
ー リ に 誘 導 す る た め と 回 収 側 プ ー リ か ら の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る た め の ２ つ の 外 側 プ ー
リ を そ れ ぞ れ 固 定 配 置 し 、 上 記 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ と 外 側 プ ー リ の 距 離 の
増 減 に よ る ワ イ ヤ の 張 力 変 化 に 応 じ 、 前 記 供 給 側 プ ー リ 及 び 回 収 側 プ ー リ を そ れ ぞ れ 対 応
す る 外 側 プ ー リ と の 距 離 が ワ イ ヤ の 張 力 変 化 を 打 ち 消 す 方 向 に 増 減 す る 位 置 関 係 と し た こ
と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ソ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列 を 形 成
し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押
し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る
よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 の 外 側 に 、 ワ イ ヤ が ワ ー ク ロ ー ラ に 入 る 供
給 側 の 位 置 に 供 給 側 の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ に 誘 導 す る 供 給 側 プ ー リ と 、 前 記 ワ ー ク ロ ー
ラ か ら 出 る 回 収 側 の 位 置 に 回 収 側 の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 プ ー リ を 、 ワ イ ヤ の 張
力 付 加 方 向 と 緩 和 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け 、 上 記 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ の 張 力 が 減 少 す
る 側 は 張 力 を 付 加 す る 方 向 に 、 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ の 張 力 が 増 加 す る 側 は 張 力 を 緩
和 す る 方 向 に 制 御 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ソ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 三 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列 を 形 成 し
、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し
当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ
う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 に 対 し て ワ イ ヤ が 出 入 り す る ワ ー ク ロ ー ラ を
、 こ の ワ ー ク ロ ー ラ の ワ イ ヤ 接 触 点 が 前 記 揺 動 円 盤 の 回 転 軸 心 に 一 致 す る よ う に 配 置 し た
こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ソ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ た ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し 当 て て ワ ー ク を
切 断 す る 際 、 ワ イ ヤ 列 に 揺 動 を 与 え て 切 断 の 効 率 と 精 度 を 向 上 さ せ た ワ イ ヤ ソ ー 、 更 に 詳
し く は 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ に 張 力 変 動 が 発 生 す る の を 防 止 し 、 ワ イ ヤ の 切 断 発 生
を 防 い で 安 定 し た 走 行 性 が 得 ら れ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ワ ー ク の 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー は 、 図 ９ に 示 す よ
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う に 、 供 給 側 リ ー ル １ か ら 引 き 出 し た ワ イ ヤ Ａ が 、 モ ー タ ２ に よ っ て 駆 動 さ れ る 供 給 側 ト
ラ バ ー サ ３ と 、 複 数 の ガ イ ド プ ー リ ４ を 介 し て エ ン コ ー ダ ５ と テ ン シ ョ ン ア ー ム ６ か ら な
る テ ン シ ョ ン 機 構 ７ と 、 ワ イ ヤ Ａ の 張 力 を 測 る ロ ー ド セ ル ８ と 、 複 数 の ガ イ ド プ ー リ ９ に
導 か れ た 後 、 揺 動 円 盤 １ ０ に 取 付 け た 三 本 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列
を 形 成 し 、 そ の 後 、 複 数 の ガ イ ド プ ー リ １ ２ と 、 ワ イ ヤ Ａ の 張 力 を 測 る ロ ー ド セ ル １ ３ と
、 エ ン コ ー ダ １ ４ と テ ン シ ョ ン ア ー ム １ ５ か ら な る テ ン シ ョ ン 機 構 １ ６ と 、 複 数 の ガ イ ド
プ ー リ １ ７ と 、 モ ー タ １ ８ に よ っ て 駆 動 さ れ る 回 収 側 ト ラ バ ー サ １ ９ を 通 っ て 回 収 側 リ ー
ル ２ ０ に 巻 き 取 ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ は 外 周 に 溝 が 設 け ら れ 、 こ の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ 間 の 外 周 に 溝 を 利
用 し て 巻 回 し た 上 部 ワ イ ヤ 列 の 直 上 に 、 ワ ー ク 固 定 テ ー ブ ル ２ １ が 図 示 し な い 適 宜 駆 動 手
段 に よ り 上 下 動 す る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の ワ ー ク 固 定 テ ー ブ ル ２ １ の 下 面 に 取 付 け た ワ ー
ク Ｂ を ワ イ ヤ 列 に 向 け て 押 し 下 げ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た ワ イ ヤ ソ ー に は 、 ワ イ ヤ 列 の ワ ー ク 切 断 位 置 の 近 傍 に Ｓ ｉ Ｃ 、 ダ イ ヤ モ ン ド 等
の 硬 質 砥 粒 を 含 有 す る ス ラ リ ー 液 を ノ ズ ル ２ ２ で 供 給 す る 遊 離 砥 粒 ワ イ ヤ ソ ー と 、 前 記 ワ
イ ヤ Ａ に ダ イ ヤ モ ン ド 粒 を 樹 脂 等 で 固 定 し た ワ イ ヤ を 使 用 し 、 ワ イ ヤ 列 の ワ ー ク 切 断 位 置
に 冷 却 液 を 供 給 し な が ら 切 断 す る 固 定 砥 粒 ワ イ ヤ ソ ー が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ を 取 付 け た 垂 直 の 揺 動 円 盤 １ ０ は 、 機 台 ２ ３ に ク ロ ス ロ ー ラ ベ ア
リ ン グ ２ ４ を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 後 端 に 設 け た プ ー リ と ベ ル ト を 介 し て 駆 動 モ ー
タ ２ ５ で 、 ワ ー ク 切 断 時 に 一 定 角 度 の 往 復 回 転 と 、 ワ ー ク ロ ー ラ へ の ワ イ ヤ 巻 付 け 時 に 全
回 転 が 付 与 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 機 構 は 、 ワ ー ク ロ ー ラ を 取 付 け た 揺 動 円 盤 を ワ ー ク 切 断 時 に こ の 揺
動 円 盤 を ワ ー ク ロ ー ラ を 回 転 駆 動 さ せ る ス ピ ン ド ル と は 別 の モ ー タ ２ ５ で 往 復 回 転 さ せ る
こ と に よ っ て ワ イ ヤ 列 に 一 定 角 度 の 往 復 揺 動 を 与 え 、 ワ ー ク Ｂ へ の ワ イ ヤ Ａ の 接 触 を 円 弧
状 に す る こ と で 接 触 抵 抗 を 弱 め 、 ス ラ リ ー 液 の 持 込 み を 良 く さ せ て 切 断 能 力 を 増 大 さ せ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 上 記 の よ う な ワ イ ヤ ソ ー の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 対 す る ワ イ ヤ Ａ の 誘 導 は 、 ワ ー ク
ロ ー ラ １ １ に 入 る 供 給 側 の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 誘 導 す る 供 給 側 ガ イ ド プ ー リ ９ と
、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら 出 る 回 収 側 の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 ガ イ ド プ ー リ １
２ を 、 上 記 揺 動 円 盤 １ ０ の 回 転 軸 心 か ら 離 れ た 外 部 の 位 置 に 固 定 配 置 し た 構 造 に な っ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ３ ５ １ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 対 し て 供 給 側 ガ イ ド プ ー リ ９ と 回 収 側 ガ イ ド プ ー リ １ ２
を 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 回 転 軸 心 か ら 離 れ た 外 部 の 位 置 に 固 定 配 置 し た 構 造 で は 、 ワ イ ヤ 列 の
揺 動 時 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 供 給 側 ガ イ ド プ ー リ ９ 及 び 回 収 側 ガ イ ド プ ー リ １ ２ の 距 離
に 変 動 が 生 じ る た め 、 ワ イ ヤ Ａ が 引 っ 張 ら れ た り 緩 ん だ り す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 最 近 の シ リ コ ン イ ン ゴ ッ ト 等 の 切 断 に お い て 、 製 造 コ ス ト の 削 減 か ら 、 ウ エ ハ の
厚 み を 薄 く し 、 ワ ー ク イ ン ゴ ッ ト か ら の 取 数 を 増 や し た り 、 ワ イ ヤ Ａ の 線 径 を 細 く し て 切
断 ロ ス を 極 力 少 な く す る 傾 向 に あ り 、 こ の た め 、 ワ イ ヤ ソ ー に お い て は 、 ワ イ ヤ Ａ の 線 径
を 細 く す る と 共 に 、 製 造 効 率 の 向 上 か ら ワ イ ヤ Ａ の 線 速 の 高 速 化 が 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 上 記 し た 従 来 の ワ イ ヤ ソ ー に お け る 揺 動 機 構 で は 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ
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張 力 の 変 動 が 大 き く 、 ワ イ ヤ 線 径 を 細 く し て い っ た 場 合 、 揺 動 時 に ワ イ ヤ へ の 負 荷 が 高 ま
り 、 ワ イ ヤ が 切 断 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ワ イ ヤ 線 速 の 高 速 化 す る 場 合 に も 、 揺 動 時 に 上 記 と 同 様 ワ イ ヤ が 断 線 す る 場 合 が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ を 直 接 正 逆 駆 動 し て ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 さ せ る ワ イ ヤ ソ ー に お い
て 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 に よ る ワ イ ヤ の 張 力 変 化 を 吸 収 す る た め 、 ワ イ ヤ リ ー ル の 駆 動 モ ー タ
で ワ イ ヤ リ ー ル の 回 転 を ワ イ ヤ の 張 力 変 化 に 追 従 さ せ る 方 法 も 考 え ら れ る が 、 こ の よ う な
方 法 は 、 精 度 の よ い 駆 動 モ ー タ を 必 要 と し 、 コ ス ト 的 に 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 固 定 砥 粒 ワ イ ヤ ソ ー に お い て は 、 切 削 能 力 を 向 上 さ せ る た め に 揺 動 角 を 大 き く す
る 傾 向 に あ り 、 こ の た め 、 揺 動 時 の ワ イ ヤ 張 力 の 変 動 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 上 記 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に 生 じ
る ワ イ ヤ 張 力 の 変 動 を コ ス ト 的 に 安 価 な 機 械 的 構 造 で 吸 収 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ の 高 速
化 が 可 能 に な り 、 細 線 ワ イ ヤ で あ っ て も ワ イ ヤ 列 の 揺 動 を 利 用 し た 効 率 及 び 精 度 の よ い 切
断 が 行 え る ワ イ ヤ ソ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク
ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し て ワ イ ヤ 列 を 形 成 し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復
動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と
共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 ワ
ー ク ロ ー ラ に 入 る 供 給 側 の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ に 誘 導 す る 供 給 側 プ ー リ と 、 前 記 ワ ー ク
ロ ー ラ か ら 出 る 回 収 側 の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 プ ー リ を 、 上 記 揺 動 円 盤 の 回 転 軸
心 上 に 同 軸 心 状 に 配 置 し た 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 供 給 側 プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ を 揺 動 円 盤 の 回 転 軸 心 上 に 同 軸 心 状 に 配 置
す る と 、 ワ ー ク ロ ー ラ が 揺 動 し て も ワ ー ク ロ ー ラ と 供 給 側 プ ー リ 及 び 回 収 側 プ ー リ の 距 離
に 変 動 が 発 生 し な い の で 、 ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ て も ワ イ ヤ 張 力 の 変 動 が 生 じ な い こ と に な
る 。 な お 、 揺 動 円 盤 に 設 け る ワ ー ク ロ ー ラ は 、 三 本 に は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 二 本 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回
し て ワ イ ヤ 列 を 形 成 し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ
イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ
イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ に 対
す る ワ イ ヤ の 供 給 側 に 位 置 す る 供 給 側 プ ー リ と 、 ワ ー ク ロ ー ラ に 対 す る ワ イ ヤ の 回 収 側 に
位 置 す る 回 収 側 プ ー リ を 揺 動 円 盤 と 一 体 に 揺 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 供 給 側 プ ー リ の 外 側
に 、 ワ イ ヤ を 供 給 側 プ ー リ に 誘 導 す る た め と 供 給 側 プ ー リ か ら の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ に
誘 導 す る た め の ２ つ の 外 側 プ ー リ と 、 前 記 回 収 側 プ ー リ の 外 側 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ か ら の 回
収 ワ イ ヤ を 回 収 側 プ ー リ に 誘 導 す る た め と 回 収 側 プ ー リ か ら の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る た
め の ２ つ の 外 側 プ ー リ を そ れ ぞ れ 固 定 配 置 し 、 上 記 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ と
外 側 プ ー リ の 距 離 の 増 減 に よ る ワ イ ヤ の 張 力 変 化 に 応 じ 、 前 記 供 給 側 プ ー リ 及 び 回 収 側 プ
ー リ を そ れ ぞ れ 対 応 す る 外 側 プ ー リ と の 距 離 が ワ イ ヤ の 張 力 変 化 を 打 ち 消 す 方 向 に 増 減 す
る 位 置 関 係 と し た 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 供 給 側 プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ を 揺 動 円 盤 と 一 体 に 揺 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 供 給 側
プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ の 外 側 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 外 側 プ ー リ を 固 定 配 置 す る と 、 ワ ー ク ロ
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ー ラ の 揺 動 時 に よ り ワ ー ク ロ ー ラ と 固 定 さ れ た 外 側 プ ー リ の 距 離 が 増 減 し て ワ イ ヤ 張 力 が
変 化 す る が 、 同 じ く 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 供 給 側 プ ー リ 及 び 回 収 側 プ ー リ も 移 動 し て 固 定
さ れ た 外 側 プ ー リ と の 距 離 が 変 化 し 、 こ の 変 化 が 前 記 ワ イ ヤ の 張 力 変 化 を 打 ち 消 す 方 向 に
移 動 す る よ う な 位 置 関 係 で あ れ ば 、 揺 動 時 に 生 じ る ワ イ ヤ の 張 力 変 動 を 吸 収 す る こ と が で
き る 。 な お 、 揺 動 円 盤 に 設 け る ワ ー ク ロ ー ラ は 、 三 本 に は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 二 本 で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 複 数 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回
し て ワ イ ヤ 列 を 形 成 し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ
イ ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ
イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 の 外 側 に 、 ワ イ ヤ が ワ
ー ク ロ ー ラ に 入 る 供 給 側 の 位 置 に 供 給 側 の ワ イ ヤ を ワ ー ク ロ ー ラ に 誘 導 す る 供 給 側 プ ー リ
と 、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ か ら 出 る 回 収 側 の 位 置 に 回 収 側 の ワ イ ヤ を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 プ
ー リ を 、 ワ イ ヤ の 張 力 付 加 方 向 と 緩 和 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け 、 上 記 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に ワ
イ ヤ の 張 力 が 減 少 す る 側 は 張 力 を 付 加 す る 方 向 に 、 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ の 張 力 が 増
加 す る 側 は 張 力 を 緩 和 す る 方 向 に 制 御 す る よ う に し た 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 供 給 側 プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ を 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に 、 ワ イ ヤ の 張 力 が 減
少 す る 側 は 張 力 を 付 加 す る 方 向 に 、 揺 動 円 盤 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ の 張 力 が 増 加 す る 側 は 張 力
を 緩 和 す る 方 向 に 制 御 す る と 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に 生 じ る ワ イ ヤ 張 力 の 変 動 を 吸 収 す る こ
と が で き る 。 な お 、 揺 動 円 盤 に 設 け る ワ ー ク ロ ー ラ は 、 三 本 に は 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 二 本
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 揺 動 円 盤 に 設 け ら れ た 三 本 の ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 多 数 回 巻 回 し
て ワ イ ヤ 列 を 形 成 し 、 こ の ワ イ ヤ 列 の ワ イ ヤ を 高 速 で 往 復 動 又 は 一 方 走 行 さ せ 、 前 記 ワ イ
ヤ 列 に ワ ー ク を 押 し 当 て て こ の ワ ー ク を 複 数 に 切 り 出 す と 共 に 、 こ の ワ ー ク 切 断 時 に ワ イ
ヤ 列 を 揺 動 さ せ る よ う に し た ワ イ ヤ ソ ー に お い て 、 前 記 揺 動 円 盤 に 対 し て ワ イ ヤ が 出 入 り
す る ワ ー ク ロ ー ラ を 、 こ の ワ ー ク ロ ー ラ の ワ イ ヤ 接 触 点 が 前 記 揺 動 円 盤 の 回 転 軸 心 に 一 致
す る よ う に 配 置 し た 構 成 を 採 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 一 本 の ワ ー ク ロ ー ラ の ワ イ ヤ 接 触 点 を 揺 動 円 盤 の 回 転 軸 心 に 一 致 さ せ る と 、 ワ ー ク
ロ ー ラ は 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ の ワ イ ヤ 接 触 点 を 支 点 に 揺 動 し 、 ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ て も ワ イ
ヤ 張 力 の 変 動 が 生 じ な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 揺 動 円 盤 は 、 ワ ー ク ロ ー ラ と 別 の 駆 動 源 に よ り 、 ワ ー ク 切 断 時 は 一 定 角 度
を 往 復 回 転 し て ワ ー ク ロ ー ラ に 揺 動 を 与 え 、 ワ ー ク ロ ー ラ に ワ イ ヤ を 巻 付 け る 時 は 全 回 転
が 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ る と 、 ワ ー ク ロ ー ラ か ら の ワ イ ヤ の 出 入 り が 揺 動 の 中 心 で 行 わ れ る
た め 、 揺 動 に よ る ワ イ ヤ の ブ レ が な く 、 揺 動 を 行 っ て も 張 力 の 変 動 が な く な る た め 、 ワ イ
ヤ の 制 御 が 安 定 し 、 ワ ー ク 切 断 精 度 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 揺 動 機 構 を 使 用 し て も ワ イ ヤ の 張 力 変 動 が 少 な い た め 、 ワ イ ヤ の 細 線 化 、 ワ イ ヤ
走 行 の 高 速 化 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ る と 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 に よ る ワ ー ク ロ ー ラ の 位 置 変 動 に 合 わ せ て 供
給 側 プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ が 移 動 す る こ と に よ り ワ イ ヤ の 張 力 の 変 動 を 緩 和 す る こ と が で
き 、 ワ イ ヤ の 制 御 が 安 定 し 、 ワ ー ク 切 断 精 度 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 揺 動 機 構 を 使 用 し て も ワ イ ヤ の 張 力 変 動 が 少 な い た め 、 ワ イ ヤ の 細 線 化 、 ワ イ ヤ
走 行 の 高 速 化 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ る と 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に 張 力 の 変 動 に あ わ せ て 、 張 力 の 増 減 方 向
に 供 給 側 プ ー リ と 回 収 側 プ ー リ を 移 動 制 御 す る の で 、 揺 動 を 行 っ て も ワ イ ヤ の 張 力 の 変 動
を 緩 和 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ の 制 御 が 安 定 し 、 ワ ー ク 切 断 精 度 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 揺 動 機 構 を 使 用 し て も ワ イ ヤ の 張 力 変 動 が 少 な い た め 、 ワ イ ヤ の 細 線 化 、 ワ イ ヤ
走 行 の 高 速 化 が 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ る と 、 ワ イ ヤ 列 か ら 出 入 り す る ワ イ ヤ の 揺 動 基 点 が 揺 動 中 心 と 一 致
す る た め 、 揺 動 を 行 っ て も ワ イ ヤ の 張 力 の 変 動 を 緩 和 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ の 制 御 が 安
定 し 、 ワ ー ク 切 断 精 度 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 揺 動 機 構 を 使 用 し て も ワ イ ヤ の 張 力 変 動 が 少 な い た め 、 ワ イ ヤ の 細 線 化 、 ワ イ ヤ
走 行 の 高 速 化 が 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 何 れ の 発 明 に お い て も 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 時 に ワ イ ヤ の 張 力 の 変 動 を 吸 収 す る こ と
が で き る の で 、 ワ イ ヤ を 駆 動 す る モ ー タ の ト ル ク に お い て 、 揺 動 運 動 に よ る 張 力 変 動 を 考
慮 し な く て も よ く な り 、 ワ イ ヤ リ ー ル 駆 動 モ ー タ の コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る と 共 に 、 ワ イ ヤ
切 断 の 発 生 を 防 止 で き 、 ワ イ ヤ の 細 線 化 と 高 速 化 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 示 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 ワ イ ヤ ソ ー の 基 本 的
な 全 体 構 造 は 図 ９ に 示 し た 通 り で あ り 、 図 ９ と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ と 図 ２ の よ う に 、 三 本 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ を 取 付 け た 垂 直 の 揺 動 円 盤 １ ０ は 、 機 台
２ ３ に ク ロ ス ロ ー ラ ベ ア リ ン グ ２ ４ を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 後 端 に 設 け た プ ー リ ２
６ と ベ ル ト ２ ７ を 介 し て 駆 動 モ ー タ ２ ５ で 、 ワ ー ク 切 断 時 に 一 定 角 度 の 往 復 回 転 と 、 ワ ー
ク ロ ー ラ １ １ へ の ワ イ ヤ Ａ の 巻 付 け 時 に 全 回 転 が 付 与 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ は 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 前 面 に 水 平 状 態 で 等 間 隔 の 配 置 と な る よ う 、
後 端 側 が 揺 動 円 盤 １ ０ で 支 持 さ れ 、 先 端 側 は 揺 動 円 盤 １ ０ の 前 面 に 設 け た 固 定 枠 ２ ８ の 先
端 支 持 板 ２ ９ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 三 本 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ は 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 内 部 に 組 み 込 ん だ 適 宜 な 機 構 （ 図 示 し
な い ） で 後 部 中 央 の ス ピ ン ド ル 駆 動 軸 ３ ０ と 連 動 さ れ 、 プ ー リ ３ １ と ベ ル ト ３ ２ を 介 し て
ス ピ ン ド ル 軸 駆 動 モ ー タ ３ ３ で 、 往 復 回 転 と 全 回 転 が 付 与 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ は 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 上 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 入 る 供
給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 を ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 誘 導 す る 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ
１ １ か ら 出 る 回 収 側 の ワ イ ヤ Ａ 2 を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 プ ー リ ３ ５ を 、 上 記 揺 動 円 盤 １
０ の 回 転 軸 心 上 に 同 軸 心 状 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 回 収 側 プ ー リ ３ ５ は 、 図 １ と 図 ２ の よ う に 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 回
転 軸 心 上 に 同 軸 心 状 と な る よ う 上 記 固 定 台 ２ ８ の 対 向 面 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 作 動 状 態 を 示 し 、 図 ３ （ ａ ） の よ う に 、
ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 水 平 に あ る 状 態 で 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 は 外
部 の 固 定 ガ イ ド プ ー リ ９ か ら 供 給 側 プ ー リ ３ ４ を 通 り 、 下 位 に 位 置 す る ワ ー ク ロ ー ラ １ １
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に 進 入 し 、 ま た 、 回 収 側 の ワ イ ヤ Ａ 2 は 下 位 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら 回 収 側 プ ー リ ３ ５ と
外 部 の 固 定 ガ イ ド プ ー リ １ ２ を 通 っ て 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ワ ー ク 切 断 時 に 揺 動 円 盤 １ ０ を 一 定 角 度 を 左 右 に 回 動 さ せ る と 、 図 ３ （ ｂ ） と （ ｃ ） の
よ う に 、 ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 揺 動 す る こ と に な る が 、 こ の 揺 動 時
に お い て 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 対 す る ワ イ ヤ Ａ の 出 入 り が 揺 動 の 中 心 で 行 わ れ る た め 、 ワ
ー ク ロ ー ラ １ １ と 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 及 び 回 収 側 プ ー リ ３ ５ の 距 離 が 変 動 し な い か ら 、 揺 動
に よ る ワ イ ヤ Ａ の 張 力 変 動 が な く 、 ワ イ ヤ Ａ の 制 御 が 安 定 し 、 ワ ー ク Ｂ の 切 断 精 度 も 向 上
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 こ の 第 １ の 実 施 の 形 態 は 、 二 本 の ワ ー ク ロ ー ラ を 用 い た ワ イ ヤ ソ ー に も 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ と 図 ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 対 す る ワ イ ヤ
Ａ の 供 給 側 に 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 対 す る ワ イ ヤ Ａ の 回 収 側 に 回 収 側
プ ー リ ３ ５ を 上 記 揺 動 円 盤 １ ０ に 一 体 回 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 供 給 側 プ ー リ ３ ４ の 外 側
に 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 を 供 給 側 プ ー リ ３ ４ に 誘 導 す る 外 側 プ ー リ ９ ａ 、 及 び 、 供 給 側 プ
ー リ ３ ４ か ら の ワ イ ヤ Ａ 1 を ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 誘 導 す る 外 側 プ ー リ ９ ｂ と 、 前 記 回 収 側
プ ー リ ３ ５ の 外 側 に 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら の 回 収 側 の ワ イ ヤ Ａ 2 を 回 収 側 プ ー リ ３ ５ に
誘 導 す る 外 側 プ ー リ １ ２ ｂ 、 及 び 、 回 収 側 プ ー リ ３ ５ か ら の ワ イ ヤ Ａ 2 を 外 部 に 誘 導 す る
外 側 プ ー リ １ ２ ａ を そ れ ぞ れ 固 定 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 供 給 側 プ ー リ ３ ４ は 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 外 周 部 で 上 部 に 位 置 す る ワ イ ヤ 列 よ り も 下 方
の 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、 回 収 側 プ ー リ ３ ５ は 、 先 端 支 持 板 ２ ９ に 突 設 し た プ ー リ 固 定 枠 ３
６ の 先 端 部 に 取 付 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 揺 動 円 盤 １ ０ と 一 体 に 回 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 作 動 状 態 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） の よ う に 、
ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 水 平 に あ る 状 態 で 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 は 外
部 の 固 定 側 の 外 側 プ ー リ ９ ａ か ら 揺 動 円 盤 １ ０ 上 の 供 給 側 プ ー リ ３ ４ を 通 り 、 再 度 固 定 側
に あ る 外 側 プ ー リ ９ ｂ を 介 し て 下 位 に 位 置 す る ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 進 入 し 、 ま た 、 回 収 側
の ワ イ ヤ Ａ 2 は 下 位 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら 固 定 側 の 外 側 プ ー リ １ ２ ｂ と 揺 動 円 盤 １ ０ 上
の 回 収 側 プ ー リ ３ ５ を 通 り 、 再 度 固 定 側 に あ る 外 側 プ ー リ １ ２ ａ か ら 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ワ ー ク 切 断 時 に 揺 動 円 盤 １ ０ を 一 定 角 度 左 右 に 回 動 さ せ る と 、 図 ５ （ ｂ ） と （ ｃ ） の よ
う に 、 ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 揺 動 す る こ と に な る が 、 こ の 揺 動 時 に
お い て 、 ワ イ ヤ 列 の 揺 動 に 合 わ せ て 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 回 収 側 プ ー リ ３ ５ が 揺 動 方 向 に 回
動 す る こ と に よ り 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 及 び 回 収 側 プ ー リ ３ ５ の 位 置 関
係 は 変 わ ら ず 、 供 給 側 に お い て は ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 外 側 プ ー リ ９ ｂ 間 の 間 隔 と 、 供 給 側
プ ー リ ３ ４ と 外 側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ 間 の 間 隔 は 、 一 方 が 広 が れ ば 他 方 が 接 近 す る こ と で 供
給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 の 張 力 変 動 を 吸 収 し 、 ま た 、 回 収 側 に お い て は ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 外 側
プ ー リ １ ２ ｂ 間 の 間 隔 と 、 回 収 側 プ ー リ ３ ５ と 外 側 プ ー リ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 間 の 間 隔 は 、 一
方 が 広 が れ ば 他 方 が 接 近 す る こ と で 回 収 側 の ワ イ ヤ Ａ 2 の 張 力 変 動 を 吸 収 し 、 揺 動 を 行 っ
て も ワ イ ヤ Ａ の 張 力 の 変 動 を 緩 和 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ の 制 御 が 安 定 し 、 ワ ー ク 切 断 精
度 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 外 側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ は 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 中 心 か ら 見 て ワ ー
ク ロ ー ラ １ １ と 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 間 に お い て 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 側 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 外
側 プ ー リ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 外 側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ の 対 称 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 揺 動 円 盤
１ ０ の 揺 動 運 動 に よ る ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 外 側 プ ー リ ９ ｂ の 距 離 の 変 化 は 、 供 給 側 プ ー リ
３ ４ と 外 側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ と の 往 復 距 離 が 変 化 す る こ と で 打 ち 消 さ れ 、 外 側 プ ー リ ９ ａ
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よ り 外 側 （ ワ イ ヤ の 供 給 側 ） に は 揺 動 に よ る 張 力 変 化 の 影 響 を 及 ぼ さ な い 。 ま た 、 ワ イ ヤ
の 回 収 側 に お い て も 同 様 の 作 用 に よ り 外 側 プ ー リ １ ２ ａ よ り 外 側 （ ワ イ ヤ の 回 収 側 ） に は
揺 動 に よ る 張 力 変 化 の 影 響 を 及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 、 回 収 側 プ ー リ ３ ５ 、 及 び 各 外
側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 位 置 は 、 図 示 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
要 す る に 、 揺 動 円 盤 １ ０ 側 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ と 固 定 側 の 外 側 プ ー リ ９ ｂ 、 １ ２ ｂ と の 距
離 変 動 を 揺 動 円 盤 １ ０ 側 の 供 給 側 プ ー リ ３ ４ 及 び 回 収 側 プ ー リ ３ ５ と 対 応 す る 固 定 側 の 外
側 プ ー リ ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ と の 距 離 変 動 に よ り 打 ち 消 す 位 置 関 係 で あ れ ば 良 く
、 こ れ ら は 設 計 時 の 計 算 に よ っ て 前 も っ て 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ と 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 揺 動 円 盤 １ ０ の 外 側 で 、 ワ イ ヤ Ａ
が ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 入 る 供 給 側 の 位 置 に 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 を ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 誘
導 す る 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 、 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら 出 る 回 収 側 の 位 置 に 回 収 側 の ワ イ
ヤ Ａ 2 を 外 部 に 誘 導 す る 回 収 側 プ ー リ ３ ５ を 、 ワ イ ヤ Ａ の 張 力 付 加 方 向 と 緩 和 方 向 に 移 動
可 能 に 設 け 、 前 記 揺 動 円 盤 １ ０ の 往 復 回 動 時 に ワ イ ヤ Ａ の 張 力 が 減 少 す る 側 は 張 力 を 付 加
す る 方 向 に 、 ワ イ ヤ Ａ の 張 力 が 増 加 す る 側 は 張 力 を 緩 和 す る 方 向 に 制 御 す る よ う に し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 回 収 側 プ ー リ ３ ５ は 、 図 ６ の よ う に 、 機 台 ２ ３ に 固 定 し た ガ イ
ド 枠 ３ ７ の レ ー ル ３ ８ と ス ラ イ ダ ３ ９ に よ っ て 水 平 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 張 力 の 変 動 に
応 じ て 伸 縮 作 動 す る シ リ ン ダ 等 に よ っ て 移 動 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 作 動 状 態 を 示 し 、 図 ７ （ ａ ） の よ う に 、
ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 水 平 に あ る 状 態 で 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ 1 は 供
給 側 プ ー リ ３ ４ を 通 っ て 下 位 に 位 置 す る ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 進 入 し 、 ま た 、 回 収 側 の ワ イ
ヤ Ａ 2 は 下 位 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら 回 収 側 プ ー リ ３ ５ を 通 っ て 引 き 出 さ れ 、 供 給 側 プ ー
リ ３ ４ と 回 収 側 プ ー リ ３ ５ は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド 枠 ３ ７ の 中 間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ワ ー ク 切 断 時 に 揺 動 円 盤 １ ０ を 一 定 角 度 左 右 に 回 動 さ せ る と 、 図 ７ （ ｂ ） と （ ｃ ） の よ
う に 、 ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 揺 動 す る こ と に な る が 、 こ の 揺 動 時 に
お い て 、 供 給 側 プ ー リ ３ ４ と 回 収 側 プ ー リ ３ ５ は 、 ワ イ ヤ Ａ の 張 力 が 減 少 す る 側 は ワ ー ク
ロ ー ラ １ １ か ら 離 れ て 張 力 を 付 加 す る 方 向 に 、 同 じ く 揺 動 時 に ワ イ ヤ Ａ の 張 力 が 増 加 す る
側 は ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 接 近 し 、 こ の よ う に 張 力 を 緩 和 す る 方 向 に 制 御 す る こ と で 、 ワ イ
ヤ 列 の 揺 動 時 に 生 じ る ワ イ ヤ Ａ の 張 力 の 変 動 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 上 記 揺 動 円 盤 １ ０ に 対 し て 三 本 の ワ ー ク
ロ ー ラ １ １ を 、 そ の 内 の ワ イ ヤ が 出 入 り す る 一 本 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ の ワ イ ヤ 接 触 点 １ １
ａ が 前 記 揺 動 円 盤 １ ０ の 回 転 軸 心 に 一 致 す る よ う に 配 置 し た も の で あ り 、 図 ８ （ ａ ） の よ
う に 、 ワ イ ヤ 列 の 上 部 に 位 置 す る ワ ー ク 切 断 部 分 が 水 平 に あ る 状 態 で 、 供 給 側 の ワ イ ヤ Ａ

1 は ガ イ ド プ ー リ ９ か ら 下 位 に 位 置 す る ワ ー ク ロ ー ラ １ １ に 進 入 し 、 ま た 、 回 収 側 の ワ イ
ヤ Ａ 2 は 下 位 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ か ら ガ イ ド プ ー リ １ ２ に 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ワ ー ク 切 断 時 に 揺 動 円 盤 １ ０ を 一 定 角 度 左 右 に 回 動 さ せ る と 、 図 ８ （ ｂ ） と （ ｃ ） の よ
う に 、 ワ イ ヤ Ａ が 出 入 り す る 一 本 の ワ ー ク ロ ー ラ １ １ の ワ イ ヤ 接 触 点 １ １ ａ を 揺 動 円 盤 １
０ の 回 転 軸 心 に 一 致 さ せ て お く と 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ は 前 記 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ の ワ イ ヤ 接
触 点 １ １ ａ を 支 点 に 揺 動 し 、 ワ イ ヤ 列 を 揺 動 さ せ て も ワ イ ヤ Ａ の 張 力 の 変 動 が 生 じ な い こ
と に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 何 れ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 ワ ー ク ロ ー ラ １ １ の 揺 動 角 度 は 大 き く 図 示 し て い
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る が 、 実 際 の 揺 動 角 度 は 、 切 断 す る ワ ー ク の 材 質 に よ っ て は 適 宜 変 更 で き る 。 ま た 、 ワ ー
ク 切 断 中 で あ っ て も 適 宜 、 揺 動 角 度 を 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 横 断 平 面 図
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 縦 断 側 面 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 第 １ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 作 動 説 明 図
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 横 断 平 面 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 作 動 説 明 図
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 横 断 平 面 図
【 図 ７ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 作 動 説 明 図
【 図 ８ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 要 部 の 作 動 説 明 図
【 図 ９ 】 従 来 の ワ イ ヤ ソ ー を 示 す 基 本 構 造 の 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
Ａ 　 ワ イ ヤ
Ｂ 　 ワ ー ク
１ 　 供 給 側 リ ー ル
２ 　 モ ー タ
３ 　 供 給 側 ト ラ バ ー サ
４ 　 ガ イ ド プ ー リ
５ 　 エ ン コ ー ダ
６ 　 テ ン シ ョ ン ア ー ム
７ 　 テ ン シ ョ ン 機 構
８ 　 ロ ー ド セ ル
９ 　 ガ イ ド プ ー リ
９ ａ ， ９ ｂ 　 外 側 プ ー リ
１ ０ 　 揺 動 円 盤
１ １ 　 ワ ー ク ロ ー ラ
１ ２ 　 ガ イ ド プ ー リ
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 外 側 プ ー リ
１ ３ 　 ロ ー ド セ ル
１ ４ 　 エ ン コ ー ダ
１ ５ 　 テ ン シ ョ ン ア ー ム
１ ６ 　 テ ン シ ョ ン 機 構
１ ７ 　 ガ イ ド プ ー リ
１ ８ 　 モ ー タ
１ ９ 　 回 収 側 ト ラ バ ー サ
２ ０ 　 回 収 側 リ ー ル
２ １ 　 ワ ー ク 固 定 テ ー ブ ル
２ ２ 　 ノ ズ ル
２ ３ 　 固 定 機 台
２ ４ 　 ク ロ ス ロ ー ラ ベ ア リ ン グ
２ ５ 　 揺 動 モ ー タ
２ ６ 　 プ ー リ
２ ７ 　 ベ ル ト
２ ８ 　 固 定 枠
２ ９ 　 先 端 支 持 板
３ ０ 　 ス ピ ン ド ル 駆 動 軸
３ １ 　 プ ー リ
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３ ２ 　 ベ ル ト
３ ３ 　 ス ピ ン ド ル 軸 駆 動 モ ー タ
３ ４ 　 供 給 側 プ ー リ
３ ５ 　 回 収 側 プ ー リ
３ ６ 　 プ ー リ 固 定 枠
３ ７ 　 ガ イ ド 枠
３ ８ 　 レ ー ル
３ ９ 　 ス ラ イ ダ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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